
87.滋賀県下の古墳出土
鏡について(3)

4.近江八幡市千僧供供養潔古墳出土重量

i5:江iiil1ミ羽;芯巻舌に 「大字予悩供の浸多i.7T.1主制:のlif.
iニ-~il{tあり、 ~t文中 :f.t t也を符iせし術協・2ド左衛門之を

~!首iせしめし場近江00地五三JIIi}に見ゆ」として 、 近江輿

.11!!.芯圏各の文を載せ「此文によれば石筋肉{こ石総I;j:無く

て、人干j.と古鋭、太JJ、官・玉1Jiを発掘せしを知るJ と

ある。なお、蛇足を加えれば、ニの輿地定、略の言己司王{ま

縞ii1の家が断絶したのは、高.ri:の:必をあlまいた報いで
あると言うためのむののようである。この3立に以iして
は現不E何ら事[1る出もない。

5.沙々費神社旧殻重量

i5:江ii寄生部走、巻号室に「元沙々i't神社のlU11:たリし七
鈴鋭(答II ~主) r文久のl事i神社より八嶋|町のEE浪商川高t
の手に移リ近年長浜中村氏の有に帰せ 1)Jの如きも絞

ずるに必ずt少々 .tt山中の古邸中より発銀!して社納され

し輪代の珍mならん」とある。この割姓にある長iJ~中

村氏と l止、京都にてG・1氏簡をitまれる中村氏ではない
かと忠、われるが、西川氏より中村氏の手にI縫った1時期

む不明であり、鋭も七鈴鋭とあるだけで、大きさや主u.

1干の文機等も-1;)Jわからないのでその調設をしていな

い 。 ただこのような記4~の存rじすることだけを述べて

おく。

6.安土町瓢箪山古墳出土銭

安土町の瓢鉱山古・ftitま、多くの古布・1に!刻する論考で

言及されている有名な前方後円厳・である。この737射に

l刻しては「泌1~{ l\~ 史~1~ WlB't報告~;7ilU.Jにおいて、総

l京;jミ治氏の「安土瓢~I'i.山古蹟」なる詳細な報告がある。

なお、この調訟に先立って同氏が「近畿地方古坑・蕊の

都:11f:J (日本古文化研究所報告第4)においてその大
要を幸rlぜられ、概要にもこの古主主にl誕!する療がある。
また、出土iti:物{ま京都大学に所蔵されておリ 、京都大

学文学部の r:iJ.古学資料目録2Jに写真と説明が記載

されている。従って、その詳細はすべてこれらに波 1)

ニこでは符泌することを避け、出土鋭についてのみ述

べることとする。鋭はIIg干'1.1日正~7 月の絢1í:で 2 而出土

している。前述の梅原氏の県史郎調査報告では、径約

5寸 (15cm)の唆瓜鋭と、径4寸4分 (13.4cm)のニ
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神凶獣鋭 (二村I~Ub'Ë鋭とも述べられている)て\共に

品目IIliU立としておられる。なお、替を!具u立には鎚tをめぐる
凶策Jf3内に rf栄子室係」め宮ちがある。これは後藤守一

氏 F古銭然失J E日中琢氏「鍔 ・剣 ・鋭J (臼本原始、美

術大系4)樋口|伯楽氏 r古iJtJ当事にも収Jl誕されている。
ζ のIJ!! JII~~.えについては何ら加えることはないが、むう

一聞の神!i!，u}lにl県iしては留意すべき点がある。まず鋭
?干の文;隊であるが、最近の諸EE-を見ると二神二!汰鋭と
なっているものが多い。;随口氏の r省主jしでも、田中

氏の 「合f.iiJ (日本の原始美術8)でも二村I二獣~fî と

して収放されている。次に報告書では納税金えとなって

いるが、設i!i:では幼製鋭と考えられるようになってき

た。例えば前:i!の問中氏の fi!:l鋭」において「滋賀県

安土孤'Ni.山古杭鋭やt{'i岡県)L際山古釣銭は舶i悼の二付1

ニ獣銭を、後良県佐l床間宝塚官射鋭は同じく二事11四獄

Sえを絞{枕したことは縦突だがJ と述べており、樋口氏

の 「古i'lJ でも 、 f.l:i~~見の苦f)にこの鋭があり図版もこ

れに対応している。従って報告書とは 5~なるが、 f)j製

の二神ニ{味鋭として挙げることとする。

坂田郡・長浜市の古鏡

1.米原町右j剣山吉噴出土鏡

石t剣山古庁tt.t米原町河南にある竪穴式石室を持つ前
方後円約であることが、品問貞彦氏 「近江鴎坂田君fiの

二台岐に就てJ (考古学雑誌9-4 )に報告されてい

る。同氏の報文によると、大正 7年 3月にあ.灰石原料

の採取E告を作る工事中に発見された自で、内行:{E文鋭

と共に会m等の部J~品があったことが知られる。ょの

ことは滋賀県史にも触れ、改訂近江国坂図書I1法;では、

この銭について更に詳お11に報告されている。鋭{ま後が

11. 7cmで、前jilみ田氏の報文でIHoi.立となっているが、

最近の問中琢氏の教示では納税とすべきて・あろうとの

ことである。現:tE米原町ii'J雨のi事111朗氏が2側の金環

と品l;・に所目おされている。

2.近江町山漆照神社境内古墳出土銭

近江町能主主織の山iwm神社の境内にある前方後円墳
から1明治15年8月神社境内折、波工務中iこ3磁の古鋭を

はじめ多くの副葬品を発見している。この詳細1;I:!i!j問

貞彦氏が「i丘江翻坂田郡能登瀬の古.tllJ (歴史と地理
15-3 )で:i!べられているのでそれに譲り 、ここでは

そのうちの3聞の古鋭についてその概姿を述べること
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とする.なおニの'，Ij1ft 1ニついては、若林勝対;氏 rj!i:江

能登漁1の~>.!.MtJ (YJ"jlj界 l)やj!i:iI:回収用部;志 ・滋
ri lf，.~æ.・拠採にむ i主べらiLている。 ~fllま 3 î7iîとも{方製

銭て'、 if7.1l'，nの内行化kf章、 ifl3.2cmの1i獄鏡、後

8.5cmのJi.鈴乳文銭てある. ìi.r.Uをには擬銘~i~がある。

すべて山ilt~~紳士tの所総で、現化~，~説琵琶湖文化館に
保管されている これらの災については、内行花文銭

と1iJl1iii.t幻;51将ぷ泌氏 rIJ l' f}j製占鋭に説いてJ (古
銭の~Jf究所以)に、また 31f1ì とも後藤守一氏 ri1~式鋭」

に、さらに樋LI 降J，)~氏の r，1，.鋭Jにも鈴鋭が収載され

ている。

3.近江町新庄司庭師鴨所蔵鋭

近江町新fI:J:訟の池山1ft.'J¥1'.と{ぷえられるむのである。

しかし、この鋭にl見lしてはて二.疑問の点がある。まず
近江IJ~ .I，反 111m;ぷ(I恥IfI:JIも)て"ldJ-J_i .IJtIJ.1ょとして、凶
仲間!秋鋭のスケヅチを抑1')(1に峨せているが、本文を見

ると同r'-i1j't : fl 二1: ，\1，'1'に lよ tJj~免 t;J:1ffl: しなし、すなわち

H月i{i18if!.に金~ff.の iぶ況でi削泌が行なわれているが、 よ

れを知った地主のぬJ多じ氏が、ニれらの滋級品を集め

て{栄平がされていた.そのrl'には3竜!i含まれていないの

である.後、明治24$1'-に臨時全作i宝物取調局の関係者

によってニの出 l:，fI，か調伐されているか、その際の密

政にも鋭tJ.見当らない.また、ぬm(i彦氏の rj!i:江図
坂図書ßÎI~{を t輔のr'itIi J (It.~ 史と !l!!JlU5- 3 )の附記に

この古治の:11土gflsが~べられているが、それには rJf.t

て見ると袋共・ !.!H~ . 刀剣<Jot~;の残紋多 52 と玉綴塁手で

あるJ と報ぜられていて、 iQli存在しない。以上のご

とく Jej..kからはtn:.ぶの何i閃の枕明以外古.1ftの出土品中
に銭ti待。iしないこととなる.さらにこの鋭の笑際に

ついてはるに、*してA<jドの一|二'1)にあったものかどう

かと疑わしめるような状態である ζ とも疑問点として

挙げるべきであろう。 i必r'{V.~ 史に t:t.llIl志によったので

あろう、 ，';，]， L~ やU"下新川Yポ/総の!ÌÍj}H麦阿.l_nから7.í告i}!

が:11:1::しているとiLliべているが、縦攻I1": 1;1.全然ふれて
いない。なお、 f去1勝守・氏の riう1式~ìì: J では rx:!，、長村

大字新j主小1・:以/結党はのNq;!，u立t.t時限iによって知る

のみよミ々」とあリ、 luJ J:'たが'J~物には全然般しておられ

ないことを知るのである

4.長浜市垣鏑古演出土鏡

長i~・市魁抱師Jの.Þ(施，Ii力i't t立、 i泊将:壬塚と呼は'れてい

るもので、午〈明治15ll'.lニー古院が開銀され、さらに明

治355f'.9J.Jに~Ij.ぴfftか入れられ鈍その他が発見された

のである.その持者IJti {';.Jl:1:e'平:氏 rjfr江間坂図郡北郷
虫村'ド料1m市.1ftに給与てJ (Jj・世i咋7-Illに総合・さ
れている.なお、 j益"'CiM史・ MilJ11m志にらiliべられて

いる，岩井氏はその文小でHiについて r純一而、純然

たる i~鋭にして、木村1.iIニ t央みて}制定しの:リしと三へど

む、袋iflìlよm:1ìM~減して Jt:脱線俸を知る符ぎれども 、

大小十例 (JiNならん)の手しをイi し、~凶iへ反リあリ、

直後四寸五分、 tet立長l銅也」と述べている。またお附
議員誌氏は『日本仙波古銭に就いてJ(il，鋭の研究所収)

の乳文を主とせるものとしてこの鋭を挙げ、後藤守一

氏 rj莞式銭」に11f近江悶.It.<aml北郷虫tt字I豆総発見
事警形文鋭(字L文鋭)t孟冶の為め文様t1"JJでない」と述
べている。これらから的製の写L文銭で、径約13.6cmで

あることが剣1られる.ニの鋭tH表下f内省の有に帰した
が、改訂近江悶.IJi.闘訓Lむによれば、大正12年の関東大

~t災で無くなった刷が述べられている.

東浅井郡の古鏡

1.虎姫町丸山古墳出土鏡

II{HU53年 9 月 1}r. ~I;i， l lIl 弓)1 1 の九Ut ， ljJi1て・、 i市IJ持燃料iì ・J ~

3憶に f'l'う|弘Jj主コ;・j(.q，に "ê~よさ üた 3えである。 二(/)，Ii Ji't 

やそのH¥ニl:ill物については泣く村山';-， 1~iJ'公にされる予

定であるので、ル制| はそれに日r~ りたも、任1 1.5cll1i7i(吹

川銭て飢・I~鋭であるの;必 t'~ ~II~~立 1'fi::'H会が1羽j'ri:在してい

る.

2.浅井町今荘出土銭

滋賀県i立跡目紗{昭和55.1引に「今枝泣跡円.lliI2

& 須Jli器jfl .J.I~nJ とある しかしこの鋭については

遺跡目録以外には何ら伝えられていない.従うて4';17)

工H.為i主税不足のところ不明とJわざるを仰ない。昭和40

年度作製の遺跡日以から見られるので、ニの 13~主を作

製した際の関係者の教示を得たいと思うている.

3.浅井町塚原古墳群出土銭

浅井町民倒塚原古JfWt:J11二と11;えられ、現在浅井中
学校に保官.されているlh裂の内行花文鋭で、 i呈9.4cm

を計る。この鋭については何ら文献もなく、発見年月

む不明であリ、 3引?に大さ<r145Jなる数'I':がttFかれ
ているが、 ニれが何のf件.~J.かも不rVI である。しかも一

部が欠火しているのが現状である。ところが、放近務

総，也氏搬彬の ~'j:.}，:'l:に i幻ド rl' や校に保1\û: されている子持

勾玉とともに与されている完令なl.iJ鋭の'.1]:点があるこ

とが~'IJI則した。

こtLlニlj.fI45;

なる数J{:& 1J 

かれていない。

従勺て、最初

は二つに;lmJL

て{れ、るが完

全な形であっ

たことが知ら

IIるめて'ある.

大)jの参巧1こ

資するためQ

塚原古墳群出土後 策疎J忠氏写真 I!事氏抗iI15の汚・
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J'!，を:，j~すこととする。

4浅井町雲釜山吉積書平出土鏡

i.x )1:町山ノ前雲雀山2号.tJthえぴ3号.JJtからそれぞれ
1 1Mの!;訳文鋭が出土している。これは11f¥!;l'日25年 4月に

大阪市立大学文学部llE史学教猿がヴ':t4:i.純益を行ゥた|燦

~H!. したものである。これらに|刻しては、 l立木孝次郎、

JJ，長 Ij;~光縦j，:崎氏の「滋賀県*浅井lnli訪問村雲雀山古漬務

訓告報告J (大阪市立大学文学部出史学教五三紀要)に

その持制が報告されている. 2 号瓜:1\土~ílli{)j裂の五

(~鈍で後 1 1.7cm 、 3 号tft出土títIJ. {}j裂のVq~鋭で径は

10.7c111である。

5.浅井町田川克山出土銭

浅井町即川のJL山tiJj¥で大正31ド9fJに発見された
伶 7.5clllのf)j裂の珠文Hiの破1'，・でらめる.JJ!.，(.I:東京国立
~，抑制't'Îの所織に帰している。なお、 l， iJIW物館の記録に

よれば、 i半出j1J物として ~l王WE6 、蝋イ i勾玉 5 があ

勺た ζ とが知られる。これは後藤守一氏の qis式銭J

にも収秘されているが、悶??ではJL山が7e山とな って

いる.(、これは恐らく校正のミスであろうと忠われるJ
滋Ti県史でむこの古.tftのことにふltて必リ、 wi記雲雀
山('jtmnの調査に関述して、消火銀行Sの第一f.fでこ
のJLl1J古tJ'tについてむ述べられている。

6湖北町種路古績出土鏡

湖北町山本の純路古~'tで発凡されたりji腿の凶符1鋭で

後li8.6cmである。伴:11巡物として、所J，:革者の東京国

立川物館の記録で{阜、~.3itì'ñ2 、王将11~勾玉 1 、金玉泉

iが挙げらilている。なお、ニのjJj.tnli iiH"i県史でち

ふれている.銭に閉しては、t:'i附;:t泌氏の「日本{必要1
'11j$告に就いてJ (古鏡の研究所収)にわ・いて「神人銭

の製形せる著しき例としては、近江密東浅井郡i経路村

発はのー鋭(策京*~持物館1鋭)にして・H ・ H ・..神{象の

以iijHiuut¥文M，:を髭し、身事昔日lま一川i胞腕械の花形をなせ

リ」とその特殊性を述べている.また、後藤守一氏の

r i?~ J:~ ~í~ J では、文献として山附氏の論文:をあげ、変

形文鋭として「撃をJf~文 lま怨らく事IWl: jf~の鎚形せられた

むのであろう J と述べている。なお、 |司氏の「古銭焚

!i::.Jや倒口陀康氏の「古銭J にtq兄A&さlLている。
7.東浅弁郡内出土鏡

i:1附滋泌氏「臼本的製古i~，主に続いて J (占銭の研究

所以)の問獣銭に附する一覧の巾tニr近江鵠東浅井郡

峨償問主主事長管」なる一行がある。しかし、これについ

てはこれ以上のことは不明である。

伊香郡の古鏡

1 . ~毎月町涌出山出土量産

IJß初54~ 1 月、高月町佐川i の泊 :J\山で~t股縦11f 自動

小道建設に伴う採土作業中に発見された古鋭である.

ζの古銭及び出土造物の詳細lij在〈滋rl県教育委員会

にょうて報告されるはずであるので、それぞれはそれ

に日買って、ここでは古銭出土の司王災だけを簡単に述べ

るζ ととする。 (}j製のぎL:文鋭て¥径は 7.9cmを計る。

)~~1t 以教YJ''k以会の所蔵である。

2.木之本町大音出土銭

ifr江fJl'{i:!lIL志上そ舎の第三m古代仰のrllのw祈:Jt.村の
告げIのmに「第三に大!.j:大昔にあっては、 .民の1~後の

小守:谷111、i¥角、越前若手にi立跡の存した名伐をとどめ
ている.がj二台は共に議に淡道を聞いた般穴式石室が

l琉に大!f.，，~ji1せられて、玄室のー慌をのこすに過さず、

字越前にあるーー必また相似た状況にある.(11し、この

塚li今よリ50余年前、発掘の際鈍を比出したと伝えて

注芯:をぷ<J とある.二tlli当時すでにゆなる所伝と

なっておリ、その詳細はすべて不明であるニとを示し

ているので、一応そのことを記するにとどめたい。

3.木之本町古橋出土銭

木之本町市紛の;1i噴出土と伝えられる....$えが、 Z見花
街持・リ!，t~irl市にある -!'L !L敦1.t博物館に所泌さ IIている。

f}j製のl川獄鋭で、径は15.3cmある.この1ilにl刻しては

何等J己Hはなく、出土の詳縦や~出ill物苦手 li一切不明

である.1Uiはかつて福井県教'f1委只会の[1'司!!Ililt氏
から向絞め拓本コヒ一、写真、実J]II花]をTfげ点した。そ

れによると、 3花而iに布おがイ寸ぅrfしているd.Jである。県
下:uオ'.~立でありながら県内ではあまリ匁l られていない

$1'2である。

県下出土の古鏡について

主11文li、j丘江風七記の丘資料館で公刊される図録に

l剥述して、以下出土古銭の概聖書を述べるのが目的であ

ゥた.従ってよこではそれからは少しはずれるかもし

れないが、以下の古鋭の出土状況から巧・えられる二三

の問脳l，(を指摘して結びにかえることとする.

L13.ドのがi~;lは針洲川下流域に圧倒的に多、、。しかも

ここでは他に 比 られない大形の三角級事11獄~)i;~iがある。

iJi代のjfr江において、 j丘isU除悶i立と近j災海安|必j立が関

造とし て札~ 1二に税われるニ大雄族である.国i立本紀の

稲田IliJ.iD:を湖北地方に当てる説もあるが、これはji1t実

とlidえない.稿者{立、近i炎t毎悶i主を湖I崎市主幹の初ifl!

111 流域以南をゆ心とする地、 ifr淡j毎安問造をtf洲111下

流械を中心とする地をそれぞれ本拠地とするらのと」号

えている.この場合、和i鍾川以南では現布わかってい

る械かな鋭の，'B土古加はった塚山古れだけである。しか

しこの.I1!lの場令は、鋭をr.ill移する可能性がある ~ïJnの

ほとんどの内側1m;盆や副務品が会然知られていない。

従ってこのjむに関しては、現状を J，~l穏にして拾をilliめ

ることは非常に危険であろう。これに対し野洲川下流

域においては、 3立を出土する古.tftの数や、その出土し

た鈍の教も多〈、銭の内容るまた盟nで、一応現状で
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当時の姿を_Ij・えるニと 1$"T能であろう.野洲を中心と
して、 i事i聞を含めた訟の米・太 .IJIf洲のl両i1lliからは、大

形の三角材事IJt決鈍から小形の{}j製銭に至るまで、確か

でない Lのを除さ、総数33摘の鈍が出土している.ニ

ttl孟数にj;いてi也J1l!械を大き〈ヲl縫している。しかも

ここには、瀬回織部山，'i均11i師、六地蔵岡山古筑 11m、
出縫亀域合J(1.1 1M ((}j製)、小篠原大岩IlJ古墳2面、向

天..El.ll古抗 11(Ii( {)j製)(大岩山、天王山商会績は従来

の n-f'羽:による)、抗告IU -I!.i i~Çi皮 IlJ古Jft3而、伝三上山下合

約2uiiの同泡鋭 ・E青みjgし3えが含まれている。(小林行

雄氏の、占有i文化J命)j・付炎/止ぴ帝塚山大学考古学談話

会記念泌i~{会裟:円('，J・2<によるJ このことは、ょのI也の

古代総肢の地位や勢)Jを物郎る一つの有力な彼拠であ

る.

とよみで、野洲のI也はまた銅線の:1¥こLでも有名な処

である。 t!1l1;，、野洲IOrIJ、総IJ;L似生において明治14年と
昭和37.1:f-の Id，jl~ をあわせて24fl.llの銅銭がtl\ :Iニしたこと

は、剣鈎研究史七特泣すべきことである。そのほか新

庄でも 4側出土したことが伝えられて必リ、そのうち

の l 例は、神戸似ヶ丘や，!:~取県i自その他との同箔関係

て'有名である.さらにその周辺にまで範1111をJ広げると、

草津市志郎(野洲川旧作rillにi!i:い)の湖底で l側、野
洲町に隙機するiill生llWlii:T:町山商で21同の銅鐸が見ら

れる。また、批近の;潟売でj術界の注目を集めた守山市

服部itt跡の総数 360}J;を数える弥生時代の方形悶泌基

幹を始めとする各舶の8代遺跡や巡物志、野洲地方の

古代を々える J:でのi'tjf(なすE科を提供するむのであろ
う。このような弥'1ミ時代以米のニの封t.の繁栄が、古筑

H与代における鋭の出よと結びっくニと li充分々えられ

るところである.このように、占机II~代における野洲

川下流域が大きな勢力を符勺た地域であることを、こ

のI也11:l+.の山・h~が4勿~:十っているようである。

二大に、やIlIlr!.ilill・八11dirlî ・ 愛~lI flll .犬上郡 ・彦恨市

からは一1Mの鋭も11¥ょしていない.しかし、このこと

から、この地械に鋭が1!和、と速|句iすることはできず、

将米発凡されるかもしれないが、それでも、現花全然

生nられていないと il'うことは、やはり古iJlの存なが他
に比して少ないのはfq定できないであろう。依知淡公

司宇の i皮米系氏/j~~ を rl'心とすると思われる、愛知川から

犬上川にかけてのJ1l!.l~における、 1方的時代後1t11の多数

の鮮集喰や、 gt即時代に入つての占代寺院の倒2告な分

布状iltから見て、ずjjえから見た，'jJft時代前期の姿はあ

まリにら淋しいのである.これ1)、この池の古代のJIf.史

とどのように結びつくのか、今後の研究課題の一つで

あろう.

湖北から Ir:jl~~m)にかけては、少数のA(I~主主主を含む紡

裂の小庁:~î去の 111 _:しがかなリはられる。このJ1l!j求 li継体

制成立とm裂なつながりを持っているので、この地域

の古旬。I時代の姿li、制*体制l成立の島千明に欠くよとので

きない一安ぷであろう o J.JJ.イ'，:湖北や尚仏l.Iiから出土し

た古銭{主、野洲JII下流成とは大分廷があるようである。

しかし、息長災.人系の人々と結びっく長浜市の東部地

主主には、内部構造の不明な大形古れもあり、高島郡の

三1f:'t!と結びっく邸中立jt{l併を中心とした内坑詳の解

明と共に将来に問題をt:~供するようである.

以上紙輔の都合で大変大級犯引lllm提起に終リ芯:を

尽きないが、山i!j't出土3止をiIJiじて県下の古坑時代前WI

を中心とした時代の袋を少しでも 1切らかにすることが

できlLlまと思ヮている.そのぬに b先ずI-H土2立をlEし

く花!服する二とが必生l;:であろう。ギいがï~立の図録が刊

行されるので、この機会にこれまでにi:1t'Jべた一端をi!
ぺ、大方のi卸救ff，を減きたいと思う次第である。

古f党の鈎ヨt.に当っては多くの人々から{刊扱JJ)Jを待た。

特に、誌を良国立文化財研究所のru~I I}~氏からは布訟な

i卸教示を得ると共に、同研究所所i滋の悶{I_}:の閲覧にも

特別の御高配を放いた.また、成ii誕忠氏、中司!l¥t世氏

からは写真の御応燃を受けた.そのほか、下記の方々

からそ 11. ぞれのま立の訓伐に I~I し、御教刀ミや御i史1í: を得

た.ここに記して感必の:0:を1:<.したい.

小林行雄氏、樋口経成氏、川刊を:幸氏、主宇野茂傍氏、

京都国立憾物館の鈴木博司(現山口大全会)、八1"(管、

稲田和彦の~氏、 i必TlI県.ü.I~琶湖l文化館の石丸正還

{双県立美術館設立ゆ側室)、上野lH.l、余山俊道、

高梨純次の各氏.県教会文化財保，;m認め丸山積1'1<、

大級!el弥、問中勝弘、Jlt/，Jt保明の各氏、近江八申書市

郷土資料館の江l船学氏、安公川町教委'1"江、~~氏、長

浜市教委古成良佑氏、 V，~文化IH{公沼協会の辻広志(

現中主lBT教委)、|崎小:Ii争子のl山j氏、水口町中西利弘氏、

米原町河内尖代 f 氏、 iえ;}j: 1町，.j， -I~千秋氏、鋭の所百若

者て・ある安鈴川 i町 111 中有jl位、，，~ ì~11fT兵主大社、米原

町iお訪問氏、浅井IlITi制~:r l， q:校

さらにj!I:iJ:T1tt土JむのJ1:資料自wの秋田総毅氏からは、
今度の後飢や図録。〉作製に|羽i息して、鋭のi減資につい

て絡男IJの ia1Ji'dj配を伶た、あわせて均:n~を表わす次第で

ある。

is_記 11U紛が印刷所に i~ られて後、本村安冷;氏「古

Ift時代のJ，~礎研究紛一一資料4，:!(I)一一 J (*京同立~\'ì­

物館紀l};!・お16号)の滋fi保に関する官1I分を弘る機会を

f号、その中にÎ~似 ~j正法32闘TIIU二鋭 1 1Mのあるニとを

知ゥたo IIfJifi40年9Jl に縦火式イi寝から欽刀 ・ !，I~H ・

5貞必't.まと':!I;・に発~.!.されたようである.これについては

今後の潟lf.に待ちたいが、とリあえずニニにi!lHして
大1;の参巧・に資したい.

(i)可四 日1)
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